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別図 小松市民家の間取りタイプ別分類図
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※コメント

タイプⅠ：加賀Ⅰ型

タイプⅡ：加賀Ⅰ型系でありながらチャノマとダイドコロがそれぞれ独立している

タイプⅢ：加賀Ⅰ型系でありつつチャノマとダイドコロが独立し、主屋から別棟となるいる

タイプⅣ：加賀Ⅰ型系でチャノマ兼ダイドコロとし、主屋の一部分を構成している

＊本図は居住者からのヒアリングと各所の痕跡などに

  基づいて画いた創建当時の推定図です。


